
草花類の日持ち向上のための切花保存剤の利用方法

[要約］塁虫_亘ﾖﾆﾆ堂ほか、２７品目の草花類に対する且蛙皇のための菌I処理剤とし

て、畠_工_旦（チオ硫酸銀）、硫酸ヱ』ﾋー ﾐー 三_畠Zム、虫性i避臥及び里_△（ベンジルアデニ

ン）剤の効果のあることを明らかにした。
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［背景・ねらい］

草花類の日持ち向上のための前処理剤としては、現在ＳＴＳ（チオ硫酸銀）が主にカー

ネーションやスイートピー、デルフィニウムなどで利用されており、切花の品質向上と需

要拡大が図られている。しかし、これら以外の品目については供試した事例が少なく、適

正濃度や浸漬時間が不明であったり、処理効果が安定しない場合が多くみられる。そこで、

現在まで検討されていない品目に対するＳＴＳの濃度、浸漬時間及びその効果、並びにＳ

ＴＳ以外の切花保存剤の利用方法と効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①ソリダスター、ラークスパー、ひまわり、なでしこ、ふじばかま、トルコギキョウ、ス

カビオーサ、ききょう及びけいとうは、ＳＴＳ剤の0.4,M．２時間または0.2,Ｍ．４時間処理

により、日持ち日数が3日間以上長くなる。また、りんどうとストックは、ＳＴＳ剤の0.1

画Ｍ・１６時間処理で効果が高い（表１、表２）。

②はなしょうぶとアガパンサスは硫酸アルミニウム800ppm･2時間処理で、２日間程度日持ち

が長くなる（表１，表２）。

③しゅうめいぎく、ふじばかま、トルコギキョウ及びスカビオーサは、中性洗剤の1000倍

・４時間処理で3日から6日間程度日持ちが長くなる（表１，表２）。

④ジンジャーとダリアに対しては、ＢＡ剤の50ppm処理で日持ちが長くなる（表１，表２）。

［成果の活用面・留意点］

①草花産地における出荷前の日持ち向上技術として活用する。

②ＳＴＳ等の切花保存剤は、切花浸漬終了後の廃液の処理には十分な注意が必要である。
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[具体的データ］
表ｌ切花保存剤の種類と日持ち効果（平成3年）
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注)①数値は無処理区と比較した日持ち日数の差、＋は延長、－は短縮、０は差なし
②無処理の数値は日持ち日数
③調査は常温の室内

表２切花保存剤の種類と日持ち効果（平成4年）
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